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 第五章では、側鎖に光応答性分子である dithienylethene (DE) を導入した ACPを合成した。青色か
ら赤色までの様々な発光色を示す種々の ACPは、側鎖の DEを閉環体 (closed form) に光異性化する







 第六章では、第五章の結果を受けて、新たに polyfluorene (PF) を主骨格とする赤色発光性 ACPを合
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強さを表す非対称性因子（dissymmetry facotr: g factor）が増大することを見出した。 
(2) キラル ACPの孤立鎖状態と凝集状態を比較し、ACPの強い円二色性が凝集体に由来することを
明らかにした。また、キラル ACP とアキラル ACP とを混合して凝集状態にすることで、π−π相互
作用を介してポリマー間でキラリティが伝搬することを見出した。 







を有することを示した。また、この ACP はアニオン性 naphthalene 誘導体の添加でポリマー会合体
を形成し、主鎖間らせん構造を形成することを明らかにした。 
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